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経済論 叢(.京 都大学)第166巻 第1号,20DO年 ア月

労 働 疎 外 論 の 一 源 泉
一 ジ ョ ン ・ミラ ー の経 済 思 想(2)一 一.

田 中 秀 夫

1は じ め に

前 編 で は ホ ン トが 「ス コ ッ トラ ン ド古 典 経 済 学 に お け る 『富 国一 貧 国』 論

争 」 と 名づ け,分 析 した コ ンテ ク.ストに お け る ホ ン トの ミラ ー解 釈 をふ りか え

り,そ の 意 義 を検 討 す る と と もに,ミ ラ ーの 経 済 思 想 は論 争.の枠 組 を越 えた 広

.範 な独 自の テー マ と議 論 を もっ て い る こ とを指 摘 し,そ の なか で,も っ と も重

要 な,商 業 二 自由論 の 内容 を詳 細 に検 討 した 。

そ も そ もポ ー コ ッ クの い う 「新 マ キ ャ ヴ ェ ッ リ的 政 治 経 済 学 」(ほ ぼ重 商 主

義 に対 応)L)か らの.古典 経 済 学(ス ミス)の 形 成 を導 い た 論 争 は,「 富 国一 貧 国」

論 争 に 集 約 され る わ け で は な い 。 「富 国一 貫 国 」 論 争 は い か に重 要 な論 争 で

あ った と して も,当 時 の 商業 をめ ぐる論 争 の多 くの トピ ッ ク2)の一 つ に過 ぎ な

か っ た。 したが っ て,ホ ン トは 経 済 学 の 形 成 時代 の 論争 の 一角 を分 析 した に過

ぎな いの だか ら,そ こで の ミ ラー 解 釈 が不 十 分 で あ る の は,む しろ 当然 であ6

マ キャヴェッリ時代 か ら古典経 済学 の形成期 までの,い わ ゆる重商主義経済論については,長

い論争.と膨大な文献が蓄積 されて きているわけで あるが,お よそ16世 紀か ら⊥8世紀前半 までの経

済論議 を重商主義 として括 って理解 することの無理 と欠陥は,と りわけ小林 昇教授 が盛 んに指摘

して きた。に もかかわらず広 く合意 され た新 しい名称 を見つけ ることで きていない.そ の ような

状況 に対 し.てポーコ ックの 「.新マ キャヴェッリ的政治経済学」は.パラダイム,思 想類 型 として用

いる とき,発.見 的で,示 唆 に富 んだ概念 として可能性があるが,そ の剛.能性 の開拓 はこれからの

課題 であろ う。

人口論争,奢 侈論争,利 子論争,貨 幣論争(鋳 貨論 争やL地 銀行論争),貿 易差額論争,公 債

論争(信 用論争)な どが主 な論争である。
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ミラ ー に は分 業;専 門化 の成 果 と弊 害 を問 題 に した 鋭 い,ア ン ビ ヴ ァ レ ン ト

な経 済分 析 が あ る。 この相 反性 分析 は,ス コ ッ トラ ン ドの啓 蒙思 想 家 が ほ ぼ共

有 した文 明の 相 反 性 ポ ジテ ィヴ な成 果 とマ イ ナ スの 弊 害 把 握 の労 働 に

即 した具 体 的 分 析 に他 な らな い が,そ の起 源 は,直 接 には,政 治 と商業 の 関係,

徳 と富 の両 立 をめ ぐ る オー ガス タ ン時代 の カ ン ト リ派=シ ヴ ィ ッ ク ・ヒュ ーマ

ニズ ム と コ ー ト派=ブ ル ジ ョワ ・イデ オ ロ ギ ーの 商 業 論 争 か ら発 展 した もの と

考 え て よ さそ うで あ る 。 そ の論 争 の な か か ら「種類 の 商 業(冒 険 的 ・奢 侈 的商

業 と勤 労 ・節 倹 的 商 業)を 区 別 す る 商 業論 も生 まれ が し,ま た そ の 論 争 は,

一 時 期 ボ リン グ ブ ル ッ クが 主筆 をつ とめ た イ ング ラ ン ドの カ ン トリ派 のrク ラ

フ ツマ ン』 の 読 者 で あ った モ ンテ ス キ ュ 」の 商 業 論 に も影響 を与 え た と見 る こ

とが で き る㌔

二 種 類 の 商 業 の 区別 の発 生 は重 要 かつ微 妙 な問題 の よ う に思 わ れ る。 す な わ

ち,オ ー ガ ス タ ン時代 の経 済論 争 の なか か ら,.商 業 の もた らす富 に多 様 性 を認

め る と と も に,徳 と両 立 す る 商 業(勤 倹 の 商 業)と,両 立 しな い 商業 〔歴 史 と

とも に古 い 商 業)を 区別 して,徳 と両立 す る商 業 を擁 護 しよ う とす る議 論 が 成

立 して くる%上 地 に 基 礎 を置 く富,実 業 の もた ら す 富,そ し て投 機 や 債 券

(信用)が もた らす 富 を 区別 し,安 定 性 と ダ イ ナ ミズ ム のバ ラ ンス を ど こで と

るか が,シ リ アス な争 点 とな っ て くる。 い さ さか機 械 的 に分 け れ ば,安 定 を望

3)こ の二 つの区別 は大塚 史学が 言う 「前期的資本」 と 「産業資 本」 の区別 にあ る程度パ ラレルで

あるが,エ ー トスと行動原理の差異 を表示する機能において,こ の区別の ほうが,18世 紀に関す

る限 り.よ り適切 なように思 われる。

4)モ ンテスキュ・一の経 済思想 につし:・て は,木 崎[isア6],川 出[1996]を 参照、

5)ス ミスによる重商主義 と特権的商.「業者批判,マ ルクスによる原始蓄積 と産業資本の成立の関

連 についての議論,ウ ェーバー によるプロテス タン トの倫理 と近代資本主義の関係論,あ るいは

賎民 資本 主義 と市民的資本主義の概念的区別,こ ういつた議論 には近代資木ヤ義の成立 をめ ぐる

二種類 の営利行動の区別 とヴァリア ン トを読み取る ことが可能で あ り,こ うした先駆的業績 を踏

まえて,大 塚史学の前期的資本 と産業資本の範癖的区別が提起 されたことを,改 めて想起 してお

きたい。市場経済 は、 自由経済である限 り,常 に,冒 険的 ・詐欺師利益追求行為 と開明 された正

当な利益追 求行為 を併存 させ る可能性 がある。明 らかに18世 祖 にはこの ような両極にわたる多様

.な営 利行動の存在 が知 られ てお り,公 共の利 益 との 関連 で論争が展 開されたので ある。 マ ンデ

ヴ ィルが.法 に抵触 しない限 り,市 場 でのあ らゆる行動 を容認 したとすれば,ハ チス ンやス ミス

は勤労 に基づ く営利行動 を望 ましい もの と考 えた。
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む保 守 派 は土 地 を重 視 す る。小 ブル ジ ョ ワや 中 間層 は実 業;イ ンダ ス トリ(勤

労)を 擁 護 し,大 ブ ル ジ ョ ワは投 機=冒 険 商 人(運)を 擁 護 す るで あ ろ う。 ま

た商 業 が 徳 と両 立 す るの で あ れ ば,貴 族 が商 業 に乗 り出 して も構 わ ない こ と に

な るが,し か し貴 族 の 徳(名 誉).と 商業 の徳(正 義,慎 慮,勤 勉)は 違 うの で

は ない か とい う議 論 も生 まれ る。 政 治 と商 業 の 関 係 をめ ぐるi8世 紀 の 論争 は,

ポー コ ッ クが 鋭 く抉 り出 した よ うに,富,徳,自 由の相 互 関係 をめ ぐる論 争 で

あ っ.た(.Pocock[1975]Ch■2,13)。

この 論 争 の なか か ら,新.し い学 問 が 形 成 され て い く。 ミ ラー が 経 済論 も含

む 『国 制 史』 を残 した の は,ミ ラ ー も ま た こ の 論 争.の諸 問 題 を 継 承 しつ つ 社

会 思 想 を展 開 し た か ら に他 な ら な い 。 そ の 結 果,ミ ラー も ま た,す で に ペ

リー が 注 目 して い る よ う に(Berry[1997]p.143,146),フ ァー ガ ス ン,ス

ミス を継 承 した 労 働 疎 外 論 を展 開 す.るこ と に な る。 以 下 で 詳 細 に検 討 す る の

は 『英 国 統 治 史 論 』 の 第4章 に展 開 され た こ の 問 題 ,分 業=専 業 化 の 弊 害,

す な わ ち 労 働 疎 外 論 で あ り,付 随 的 に 第5章 の 知 識 の 分 化 論 につ い て も一 瞥

す る。

フ ァー ガ ス ン と.スミス の 分 業 疎 外 論 あ るい は 労働 疎 外 論 は,こ れ ま で も し.

ば しば注 目 さ れ て きた(West[1964],[1969],[19751 ,Rosenberg[1965],

Hamowy[1968],La皿b[1973],Winch[ユ978]Ch .4,Brewer[1986],

[1989」)し,今 で は よ り広 く.スコ ッ トラ ン ド啓 蒙 の疎 外 論 が 取 り ヒげ られ る よ

うに な っ て き た(Brewer[1987],Berry[1997]PP.ユ44-146,196)。 そ して そ

れ は,前 述.のよ うに,ス コ ッ トラ ン ド啓 蒙 の文 明 の ア ン ビ ヴ ァ レ ンス 分析 の一

局 面 で あ っ た 。 マ ル ク ス が 自 らの 独 特 の 思 弁 的 な労 働 疎 外 論 を展 開 す る に あ

た っ て ヒ ン トを得 た の は,ヘ ーゲ ル と フ ォ イエ ルバ ッハ の哲 学 を別 とす れ ば,

フ ァー ガ ス ン・ス ミス の 分 業 疎 外 論 か らで あ っ た こ と は周 知 の通 りで あ る。 近

代 の労 働 疎 外 論 の 源 泉 につ い て は,ル ソー に求 め られ る こ と もあ るが,彼 らの

思 想 の 共 通 の伝 緯 を さ ら に遡 る と,シ ヴ ィ ソク ・ヒ ュ ーマ ニ.ズム に行 き当 た る 。

商 業 に肯 定 的 な ヒ ュー ム とス ミス は シ ヴ ィ ック ・ヒ ュー マ ニ ズ ム を残 しっ っ も
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商 業 ヒ ュー マ ニ ズ ムのへ と進 み,商 業 に よ り否 定 的 な ル ソー と フ ァー ガス ン は

商業 ヒ ュー マ ニ ズ ム に晒 され なが ら シ ヴ ィ ッ ク ・ヒュ ー マ ニ ズ ム を守 ろ う と し

た とい う差 異 が認 め られ るが,ミ ラー は 明 らか に ヒュ ー ム=ス ミス 寄 りで あ る。

ただ し,ヒ ュ ー ム に は分 業 疎 外 論 が ない よ う に思 わ れ る 。 ヒュ ー ム は分 業 の

事 実 を十 分 に認 識 して い た と思 われ るが,そ の 積 極 的 な側 面 を指 摘 す る の に忙

しか っ た とい う印象 が あ る。 そ の理 由 は,お そ ら く,第一.'に 政 治 的 理 由 に求 め

るべ きで あ ろ う。 す な わ ち,ヒ ュ ー ム に と って は,ジ ャ コバ.イ ト等 の 旧勢 力 か

ら,よ うや くに して 生誕 しつつ あ っ た 自 由 な商 業 社 会 を守.るこ とが 最大 の課 題

で あ っ た。 した が って,か りに分 業 の弊 害 に気 づ い て い た と して も,ヒ ュ ー ム

は そ れ を こ と さ ら指 摘 す る必 要 を認 め な か っ た よ う に思 わ れ る。 ヒ.ユー ム が

フ ァー ガ ス ン の 初 期 草 稿 「洗 練 論 」 を賞 揚 しな が ら も,そ れ が 『市 民 社 会 史

論 』 と して完 成 され て1767年 に世 に 出 た時 に,そ の 刊 行 に批 判 的 と なっ た 理 由

.も,フ ァー ガ ス ンの 分 業疎 外 論 に あ っ た ので は な いか と思 われ る。 少 な くと も,

ヒュ ー ム に は フ ァー ガス ンが 商 業 と近 代 社 会 の原 理 に批 判 的 過 ぎ る,あ るい は

ル ソー寄 り過 ぎる と思 われ た に違 い な い 。

ホ ン トが 指 摘 した よ.うに,ミ ラー は1771年 に始 ま る講 義 で も分 業 疎 外 論 を説

い て い た が,『 英 国 統 治 史論 』 で は体 系 的 な興 味 深 い 検 討 が され て い る。

前 編 で もふ れ た よ うに,『 統 治 史 論 』 の第4巻 は,第2章 ま でが 本 来 の 統 治

史 論 で あ り,第3章 以.ドは,商 工 業 と自 由 の 関係(第3章),商 工 業 と知 識 ・

学 問 の 関係(第4章),知 識 の分 割,学 問 ・芸 術 の 分 化(第5章),商 工 業=富

裕 と道徳 の 関係(第6章),学 問 の進 歩 と法 ・統 治 との 関係(第7章),芸 術 の

発 展 と統 治 の 関係(第B章)を 論 じるエ ッセ イ か ら構 成 され て い る。 第3,4,

6章 は 経 済 論 と呼 び うる論 考 であ り,第3章 は前 編 で検 討 した。 本 稿 で は第4,

5章 を 取 り上 げ る が,第6,7章 に.つい て は 部 分 的 に取 り上 げ た こ とが あ る

(田 中[1996],[1997])。

6)商 業 ヒュ「マニズムの概念 はなお検討の余地があるが,商 業が富 を もたら し人 聞に快適 な生活

を可能にするだけでな く.同 時 に正義,.几 帳面,勤 勉,節 倹,公 平 な ど人間の徳性 を育 むとい う

認識を もつゆえに商業 を擁護す る思想 として ここでは考えている.
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ミラーは,第3章 の末尾で,次 に商業の発展がもたらす独立 と富裕が自由学

芸の発展 を促進 し,知 識 と学問を国民大衆に普及し,政 府の本質に影響を与え

る意見と.感情 を尊人する傾向をもつ事情の考察 を行 うと予告していたが,第4

章は 「商工業の発展は知識 と文芸の拡大と普及にどの程度貢献 したか」 という

予告の前半を検討 していると言及よっ。

11商 工業の発展 と学問 ・技術の分化=専 業化

生活必需品と便宜品を増加させる実践的技術 に熟練すれば,そ れに応 じて一

般的知識や知的能力も進歩する。実践的技術は,経 験観察で発見 される原理に

基づいて進む。異なる技術から無数の類推 と類似を通 して,多 様な演繹 と結論

が引き出され,新 しい発明発見が生 まれる。無尽蔵の類推 と類似は一般的知識

の源泉であ り,発 見し整序する能力は人間知性の特権である。このような人間

本性を前提とし,ミ ラーは芸術 と学問(科 学技術)が 富から生まれる事情 を説

明する。

さて商工業が生み出す膨大な富は不平等に配分され,大 財産のもとに生 まれ

る多数の階級は労働を免れるので,彼 らのために芸術(elegantandfinearts)

が生まれる。壮大さ,新 奇さ,美 しさによって芸術は趣味を形成 し,情 念 を喜

ばせる。

人間が追求するのは,生 活のための一般的技術 とこのような芸術だけではな

い。.人間の最初の課題は生計の確保であるが,次 の課題は獲得物の防衛である。

同じ社会に暮らす人間は,相 互の交流から,共 感 と愛情の紐帯で結合されるが,

利害と感情の対立から争い,相 互に侵害することも多い。そこで権利と義務を

自覚するようになる。「権利 を強制する規則の体系が漸次尊人され,道 徳,法,

統治 の科学が まず まず開拓 され,き わめて異 なった思索 と意見 を生 む。」

(p.140)宗 教問題についての信条 と感情から別の学問が生まれる。

物質界の顕著な相貌 自然の変化,土 地生産物の性質と用途 も研究の対象 と

なる。こうして技芸と科学が発展する間に,次 第にそれらは分化 し,そ れぞれ
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が諸 個 人 の特 殊 な専 門領 域 と な る。機 械 的労 働 の諸 部 門 は別 個 の 階 級 の 職 人 ・

労 働 者 の職 業 とな り,労 働 の種 類 が 複雑 に な る につ れ て階 級 は さ ら に分 割 され

る。 芸 術 で も分 割 が 進 み,絵 画,彫 刻,音 楽 が 独 立 し,科 学 で も同 じで あ る 。

病 気 や 事 故 が 医 学 を生 み,紛 争 処 理 の必 要 か ら弁 護 士,法 律 家 の 職 業 が 生 まれ

る。 神 の 信仰 か ら牧 師 職 が生 まれ,牧 師 は礼 拝 の 公 式 の 儀 礼 を司 る と と もに,

道 徳 の 義 務 を人 々 に教 え る役 目を授 け られ る.

こ う した芸 術 と科 学 の労 働 の分 割 は,そ れ ぞ れ の 改 善 に 寄 与 す る 。 専 門化 に

よ って心 身 の力 は よ り よい成 果 を もた らす 。 しか し,ミ ラ ー は,フ ァー ガ ス ン

・ス ミス の 分 業 一疎 外 論 に訴 え て 言 う
。 職 業 の 分 割 は,そ の帰 結 と して の 分 業

と専 門化 と と もに,し ば しば個 人 の 人 格 的性 質 に 反対 の 影響 も もた らす 。 学 問

の よ うな 自由 な職 業 の 場 合 は,一 般 的 知 識 を得 られ な い とい っ た弊 害 は な い。

しか し,機 械 的 技 術 で は,職 人 が.単 の 手 の動 作 しか せず,生 産 の結 果 を関 知

.しな い ほ ど細 分 され た 分 業 が 行 わ れ る場 合 が あ る 。 こ う した職 人 は広 い 知 識 あ

る い は知 性 を得 る こ とは ほ ぼ 不 可 能 で あ る。 「彼 らの仕 事 は,心 が 多様 な事 柄

に向 か う こ とを許 さな い 一 対 象 に常 に注 意す る必 要 が あ る ので,彼 らは 習慣 的

に何 も考 え な くな り(anhabitualvacancy。fthought),先 に得 られ る労 賃 や,

身 体 を休 め 眠 る とい う有難 い褒 美 か ら生 ま れ る期 待 以 外 か らは 元 気付 け られ る

こ とは な い 。彼 らは機 械 の よう に,一 定 の 目方 で 動 き,き わ め て す ば や く コ ン

パ ス の よ うな 正確 さで,そ して他 の ど ん な用 途 に も'適さな い ,一 定 の運 動 を行

う」(PP、145-146)o

した が っ て,商 工 業 が 高 度 に発 展 した 国 で は 国民 の 大多 数 を成 す 労 働 者 は,

無知 とな り愚 鈍 と な る傾 向 が 強 い 。 しか し,こ う した弊 害 を取 り除 く手段 も ま

た 商業 が もた らす 。

皿 分業=専 業のもたらす弊害とその対策 としての教育

ミラー に よれ ば,.上 流 階級 の 間 に お け る学 問 と文 芸,自 由 学芸 の進 歩 が 「庶

民(commonpeople)を 啓 蒙」(p.146)し,社 会 全 体 に改 善 を広 め る。 す べ て
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の 人 間 に は上 位 者 を賞 賛 し模 倣 す る性 質 が あ る。 高 い地 位 の 人 間 の 採 用 す る 流

行,意 見,思 考 様 式 は速 や か に下層 階級 に伝 わ る。 あ る部 門 の 学 問 が きわ め て

有益 にな っ た と きは常 に,そ れ を利益 と思 う人 々 は共 同 して 教 師 を雇 う こ とが

で き る。 こ う して 「教 育 の ため の 学 院 や神 学 校 」 が 生 まれ,公 共 の 支 援 を受 け

も し た。 や が て 異 な る種 類 の教 育 制 度 も 市場 に登 場 し,競 争 で 安 価 とな り,

「社 会 の 要 求 に い っそ う適 応 して」(p.ユ47),貧 民 も利 用 で き る よ うに な る。

こ う して 商業 国 で は,読 み,書 き,算 盤 が 下層 階級 に まで普 及 してい る。 この

ミラ ー に よれ ば,教 育 の 普 及 は 商 業 の 産物 な の であ る。

また書 物 の 出版 も知 識 を普 及 す る手段 とな る 。 出版 の利 益 は社 会 の す べ て の

構 成 員 に あ る程 度 は及 ぶ 。 豊 か な境 遇 の 人 間 が読 書 を楽 しむ よ うに な る と,そ

れ は 下層 の 者 に も影 響 を与 え る。 ド層 階級 が読 む本 は 自 らの趣 味 にあ った もの,

した が って必 ず し も教 育 上 最 適 とい うわ け で は な い け れ ど も,し か し彼 らの 想

像 力 を広 げ る し,ま た お そ ら くは 「宗 教,道 徳,統 治 とい う重 大 な 国民 的 ト

ピ ッ ク」(p.148)に つ い て,上 流 階級 の意 見 の 一 部 を彼 ら に伝 え る で あ ろ う。

以 上 の よ うな原 因 か ら発 生 す る教 育 の成 果 は,ミ ラー に よれ ば,古 代,近 代

を問 わ ず,す べ て の商 業 国 の なか で現 在 の 大 ブ リテ ンほ ど著 しい とこ ろ は なレ㌔

に もか か わ らず こ の よ う な教 育 が 下層 階級 の 自然 の境 遇 の 不 利 をつ ぐ

な う に十分 か とい う と,疑 わ しい と ミラー は言 う。 この点 の詳 細 な検 討 が 「商

業 と知識 ・学 問」 の 関連 を論 じた この 章 の 最:後の 要点 で あ る。

労働 が まだ さほ ど分 割 され てい ない 未 開 で単 純 な 時代 に は,社 会 の 知 識 の 蓄

積 も さほ どで な い が,.し か しそ の 蓄積 は 異 な る階級 に よ り平 等 に伝 わ った し,

下層 身分 の個 人 も.ヒ流 身分 と同 じ く,自 らの精 神 の 異 な る諸 能 力 を発 揮 す る機

会 も動機 もあ っ た。 小 さな町 に住 む 職 人 は 同 じよ うな境 遇 に あ る。 彼 は異 なる

多 くの こ とに注 意 を しな け れ ば な ら ない 。 一 つ の部 門 で常 に仕 事 が あ るわ け で

はな い の で,彼.は い くつ もの部 門の仕 事 を行 う し,そ れ ぞれ に必 要 な多 数 の 道

具 を備 え て い る。 彼 は たぶ ん 自分 で 一 部 の衣 類 を作 る し,自 分 や 近 隣 の 人 の 家

を建 て る し,家 族 と.....一緒 に畑 を耕 す で あ ろ う。 彼 は原 材 料 を買 い,生 産 物 を売
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らね ば な ら ない の で,商 人 で もあ る 。商 人 と して彼 は 人 物 を観 察 し,有 利 な時

と場 所 を考 え る こ とに な る 。彼 は 自 らが 市 民 で あ る都 市 を守 るた め に軍事 訓 練

をす る。 した が っ て,彼 の境 遇 は,よ り発 展 した社 会 の 職 人 の境 遇 と非 常 に異

な って い る 。

未 開 な 国民 は,自 分 で 何 で もす るの で,身 につ け られ るす べ て の能 力 を獲 得

す る し,知 識 の 範 囲 は広 い 。 「一 つ の 特 殊 な部 門 にお い て以 外 に,自 分 の す べ

て の能 力 を眠 らせ,使 用 しない こ と にな っ て い る,し か し機 械 の 歯 車 の よ う に

組 み 合 わ さ っ て複雑 な作 業体 系 を生 み 出す 商 業 国 の 職 人 と異 な って,未 開 国 の

住 民 は,人 間 の 本 来 の力 のす べ て をめ いめ い が 保 存 し,発 揮 して い る 。 しか し

彼 ら は結.合 した 能力 で は,社 会の 成 員 と して は,個 々 人 の独 立 した 努 力 に付 け

加 え る もの は ほ とん どな い。」(p.151)

要す る に商 業 の 発 展 の 程 度 が 分 業 の 程 度 を規 定 し,そ れ が個 々 人 の能 力 と社

会 の能 力 を決 定 す る。 そ して,個 々 人 が 専 門 的 に な れ ば な る ほ ど,彼 の人 間 と

しての 本 来 の 能 力 は 一 部 を除 い て 退化 す る が,し か し社 会 全 体 の 仕 事 遂 行 能 力

は大 き くな る とい う。 この 明快 な認 識 は 注 目 に値 す る で あ ろ う')。個 々 に は他

.の 能 力 を犠 牲 に して.専門 的 能力 を伸 ばす 結 果,社 会 全 体 の 仕 事 遂行 能 力 が 大 き

くな る とい うこ の分 析 は,.個 々 の犠 牲 に され る能 力 を対 症療 法 的 に矯 正 し維 持

す る こ とを 要請 す る で あ ろ うが,そ の 要 請 が 満 た され さえ ず れ ば,全 体 の文 明

の発 展 を.支持 で き る分 析 で あ る。 ミ ラー は後 に 見 為 よ うに,.現 状 で は必 ず しも

十 分 な 対 策 が 行 わ れ て い な い と見 て い る が,対 策 は 可 能 と考 え て お り.し た

が って,法 学 の 枠 組 の な か に シ ヴ ィ ック ・ヒュ ーマ ニ ズ ム(自 立 と して の 自由,

政 治 的 能 動 性 の重 視,専 制 ・腐 敗 批 判)の 桔 神 を 基 調 と し.て受 容 して い る ミ

ラー は,商 業発 展 を支 持 す る 立場 に立 つ こ とが で きた と思 わ れ る。

イ ング ラ ン ドと ヨー ロ ッパ の 他 の 商 業 国 で は,製 造 業 が 発 展 す れ ばす る ほ ど,

庶 民 は一 般 的 な話 題 に関 心 を もた な くな り,会 話 の能 力 も細 々 した こ とを遂 行

す る能 力 も乏 し くな る と信 じ られ て い る。 したが って 北 部 の 隣 人 の ほ うが 狡 賢

7)こ の認 識 は ロ ーゼ ンバ ーグ に よれ ば,ほ ぼ ス ミスの認 識 と言 っ て よい。Rosenberg[1965]p.139.
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い と.般 に言 わ れ て い る 。 ス コ ッ トラ ン ドで は商 工 業 は イ ン グ ラ ン ドほ ど進 ん

で い な い の で,勤 労 に励 む習 慣 も同 じほ ど で は ない し,狭 い 商業 的職 業 に イ ン

グ ラ ン ドほ ど呑 み込 まれ て もい な い。

同 じ国 で も,職 業 が異 な れ ば,分 業 の 程 度 に よ って,差 異 が あ る。 農 業 は手

工 業 ほ どの 労働 の細 分 が で き な い。 農 業 労 働 者 は,耕 し,種 を蒔 き,刈 り取 り

を す る 。異 な る 目 的 の た め に大 地 を耕 し,様 々 な作 物 を作 る。 きわめ て異 な っ

た 道具 を使 い,修 繕 し,造 りもす る。 季 節 の 移 り変 わ りや気 候 の 変 化 に応 じて

労 働 しな け れ ば な ら ない 。 家 畜 の 飼 育 もす る し,牧 畜 業 者,穀 物 商 人 と も な り,

馬 の手 綱 も とる 。 職 人 と農 民 は こん な に も違 う。 「何 とい う広 い 知 識 を彼 は も

た な け れ ば な ら ない か 。 ピ ンの先 端 を尖 ら した り,ピ ンの 頭 を叩 い た りす る こ

とが 労 働 の す べ て で あ る 職 人 と比 較 して,彼 は何 とい う様 々 な才 能 を発 揮 しな

けれ ば な ら ない こ とか 。 この 二 人 の教 育 は何 と違 う こ とか 。」(p.154)

都市 に暮 らす ピ ン職 人 は農 民 よ.り多 くの 流 行 の 社 会 改 良 の所 産 を享 受 す る。

彼 は 農民 と比 べ て,よ い服 を着 る し,本 か ら得 る知識 も多 く,話 し方 も滑 らか

で,顔 つ き も身 の こ な し も荒 々 し くない 。 女性 に も好 ま しく思 われ る。 しか し,

実 業 で は農 民 の好 敵 手 で は ま った くない 。知 性 で も鋭 敏 きで も遥 か に劣 り,長

上 との会 話 はず っ と下 手で あ る。

ミラ ー は以 上 の 考 察 の結 論 と して,こ の よ うな状 況 は好 ま しい とは 言 え な い

とい う見 解 を提 出 す る。 国民 全 体 と して は 「富 と知 性 の 改 善 は す こぶ る よ くバ

ラ ンス 」(p.155)し て お り,富 は知 識 を もた らす が,し か し個 人 の 間 で は そ う

で はな く,下 層 階級 で は富 と知 識 は完 全 に逆 転 す る。 した が っ て一 般 民 衆 が 重

要 さ を失 い,上 流 階級 の カモ とな り,今 の 地 位 を失 う心 配 が な い だ ろ う か,と

ミ ラー は言 う。 実 際 に ド層 階 級 が 上 流 階 級 に よっ て搾 取 され,カ モ に さ れ る場

合.には,ミ ラ ー は その よ う な社 会 を否 定 す る で あ ろ う。 そ の よ う な観 点 か ら ミ

ラ ー は 中世 ヨー ロ ッパ を鋭 く批 判 す る 。

暗 黒 時 代 に は,ヨ ー ロ ッパ の 大部 分 で 国民 が知 識 を持 つ 階級 と無 知 な 階級 に

分 か れ て い た 。.すべ て の 学 問 を独 占 し,利 害 が らみ で 行 動 す る 多 数 の 聖 職者 が
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一 階級 を成 し
,戦 争 と略 奪 に従事 した 軍 人 と農 奴 に転 落 した農 民 共 に無 知

と迷 信 に陥 って い た 一 か らな る 俗 人 階級 が も う一 階級 を成 した。 人 々 に世俗

の利 益 を考 え る こ とを一 切 断 念 せ よ と教 え た牧 師 は,能 力 の 優 越 を利 用 し,底

深 い欺 瞞 と詐 欺 の 体 系 に団 結 して,大 部 分 の財 産 を 断念 し,教 会 の 専 制 を生 み

出す 巨 大 な侵 害 に服 従 す る よ うに 純朴 な羊 の群 れ を説 き伏 せ た。

こ の よ うな カ トリッ ク教 会 批判 は,ホ ッブ ズ か ら ス ミ ス まで の 批 判 を継 承 す

る もの とみ な して よい で あ ろ う。

こ の よ うな 中世 の 事 態 と比 べ る と,商 業 社 会 で は上 流 階 級 が 下 層 階 級 を虐 げ

る ため に 自 らの 優 越 を悪 用 す る心 配 は な い,と ミラ ー は言 う。 そ の 理 由 と して

「..一般 民 衆 の 精 神 を耕 作 し,全 般 的 な繁 栄 の た め に犠 牲 に した と言 い うる 知識

を彼 らに 取 り戻 させ る支 援 をす る こ とは,明 らか に 上 流 階 級 の利 益 で あ る」

(ρ」58)と ミ ラー は言 明 して い る 。 ミラ ー は そ れ以 上,詳 し く理 由 を述 べ て お

らず,こ の 考 察 は い さ さか不 足 して い る よ う に思 わ れ るが,ミ ラー は この 点 を.

自明 と して い るの で あ ろ う。 そ して ミラ ー はす ぐに次 の よ う に下層 階級 の徳 性

論 を続 けて い る。

す な わ ち,徳.を 行 う動 機 を もた ら し,犯 罪 を避 け るた め には,.あ る.程度 の知

識,行 為 の 帰 結 の 善 し悪 しの認 識 が不 可 欠 であ る。 下 層 階級 が 家 内 の こ とが ら

にお い て 真 面 目か つ 勤勉 で,正 直 かつ 忠 実 で,愛 情 深 く,良 心 的 で あ る こ と,

また友 好 的 に振 る舞 い,暴 動 や無 秩 序 を嫌 う とい う こ とは社 会 に とっ て きわ め

て 重 要 で あ る。 観 察 と考 察 の習 慣 を も た な けれ ば,.様 々 な義 務 の遂 行 な ど不 可

能 で あ る。 人 間 と して,ま た市 民 と して,下 層 階級 を役 に立 つ よ うにす る に は,

真 の 幸福 を促 進 す る こ とを正 し.く評 価 し,彼 ら をお と しい れ る虚 偽 の見 せ か け

を見 破 り,野 心 家 が広 め よ う と してい.る宗 教,道 徳,統 治 に 関す る誤 謬 か ら守

る よ うな状 態 に な け れ ば な ら ない 。 不 平 等 な運 命 が課 して い る束 縛 に耐 え させ

服 従 させ る た め に は,労 働 者 の無 知 が 利益 なの だ とい う政 治 家 が しば しば持 っ

て い る教 義 は,馬 鹿 げ て い る し,人 間 的 な感 情 に背 い て い る。 人 間 と して,市

民 と して,下 層 階級 を有 益 にす る こ と を ミ ラー が展 望 して い る こ とは重 要 で あ
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る。 この よ うな 言葉 は,ス ミス に も見 られ ない よ う に思 わ れ る か らで あ る
。

こ っ して ミ ラー は,商 業 社 会 は下層 階級 の精 神 の改 善 に不 都 合 で あ るか ら,

学校 な どの 教 育 施 設 を 設 け て,下 層 階 級,「 市 民 の う ち最 も有 益 で あ る が 卑 し

い 階級 」 に,知 識 を伝 え る こ と,彼 らの職 業 に 由来 す る 自然 の 傾 向 を相殺 す る

こ とが,公 共 の 重 要 な課 題 で あ る と言 う。 しか し,ミ ラー は 決 して 楽 天 的 とい

うわ けで は ない 。 ヨー ロ ッパ の学 校 や コ レ ッジ は上 流 階 級 の利 益 だ け を考 え て

きた 。 しか も この 目的 に とっ て も良 い 制 度 だ った とは 言 え な い。 もっ と も,地

位 と財 産 の あ る人 々 は,公 共 の 支 援 な ど求 め な い し,放 任 さ れ て も,た い てい,

よ り良 い知 識 を身 につ け るで あ ろ う。他 方,下 層 身分 の教 育 の リベ ラ ル な計 画

を実 施 す れ ば,貧 民 の 扶 助,病 人 と虚 弱 な 人 の 救 済 ,罪 人 の矯 正 に とっ て,

「現 代 の 人 間愛 と公 共 精 神 」(p.161)に 発 す る努 力 に加 え て,価 値 あ る追 加 と

なる だ ろ う。 この種 の大 規 模 な制 度 と して は,ス コ ッ トラ ン ドの教 区学 校 が こ

れ まで の と ころ 唯一 存 在 す る もの であ る。 ミ ラ ー に よれ ば,こ れ は一 般 教 育 の

目的 に必 ず し も適 切 で は な いが,し か しそ の利 益 は顕 著 で あ り,広 く認 め られ

て い る。

以 上 が 教 育 制 度 論 で あ って,こ の議 論 は ス ミス と比 べ て も簡 単 な もの で あ る。

ス ミ ス には 学校 だ け で な く,娯 楽制 度 の必 要 論 もあ れ ば,民 兵 論 もあ っ て,.ス

ミス は ミ ラー に比 べ て,文 明社 会 にお け る労働 階級 の 愚鈍 化 の対 症 療 法 を
,よ

り詳細 か つ綿 密 に検 討 して い るB}。

商業 社 会 にお け る分 業 署専 門 化 の 悪 影 響 を重 視 す る,フ ァー ガス ン=ス ミ ス

を継 承 す る,ミ ラ ーの 分 業 疎外 論 は,先 行 す る どの思 想 家 の 議 論 に も ま して 深

く広 い し,啓 発 的 で あ る。 とは い え,.ミ ラ ー は,対 策 と して は,ス コ ッ トラ

ン ドの教 区 学 校 の よ う な制 度 を さ ら に改 善 して .広 く公 共 の 配 慮 で普 及 す る

こ とを求 め る に と ど まっ て お り,ケ イ ム ズ(Kames[1781])や フ ォー ダ イス

(FQrdyce[1745])の よ う に,あ る い は ル ソー の よ う に,詳 細 な教 育 論 を展 開

した わ けで もない 。

8)Smith[19776111,pp.78⊥.・7卵,邦 訳[1978]第 皿 巻 ,142-54ペ ー ジ 。
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IV知 識 の 分 割,学 問 ・芸術 の分 化 ・専 門 化

以上の分業弊害論の次 に,ミ ラーは,商 業国において自由な教育から生じる

政治的変化の考察のためには,知 識の.主要部門を検討 し,社 会の意見,性 格,

習俗 ・作法に与える.影響 を考察すべ きであるとして,こ のような見地から,詳

細に学問 ・芸術そのものの一一分業=労 働ではなくて一 分化=専 門化を検討

している。それが第5章 である。

知識の対象は①思考や知性の作用によるもの,② 生命のない物質の属性 と作

用に関係するものに区分できる。人間はまず最初に身の周 りの物体 を眺め,次

に自らの思考能力の働 きに注意を向ける。 したがって自然学己物理学が哲学の

第 ・部門となる。それには古代の賢者が傾倒 したが,文 芸復興以後に相当な進

歩があった。自然学は天体の運行,地 球の変化に拡張され,関 心 をかきたてる

すべての対象,風 潮流,雷 鳴 と雷光,空 気 水,火,電 気,磁 気の性質及ん

でいるD

たんなる好奇心だけで,人 類は世界三宇宙の偉大な劇場の変化 ζ相貌を調べ

ることになったが,実 際の生活の技術に応用するために,い っそ う詳細に物体

を調べた。病気や怪我の治療は植物や鉱物の医学的効能を注意深 く調べさせた。

手工業の進歩は機械力の発見をもたらし,機 械の製作 を可能にした。錬金術や.

長寿法 を見つけようとする無知な時代の努力は,熱 と混合の驚嘆すべ き結果の

発見となり,近 代の化学を生んだ。

こうして解明される物体が多数とな り複雑になるにつれて,そ れらを秩序づ

け分類する必要から自然史が生まれた。また自然の一般的法則の研究と実践的

技術から,物 体の数,大 きさ,形 状 を測定 ・比較する必要が生まれ,こ う.して

幾何学 と代数学が成立 した。

以..ヒが物体に関する学問の主要部分であるが,人 間の精神的能力.の作用に基

礎をお く学問は三大部門に分かれ,そ れぞれ下位部門に分かれる。

社会で.緒 に暮らす.人間の行動の善悪,す なわち徳と.悪徳はす ぐに私たちの
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注 意 を ひ き,感 情 の 関 心 とな る 。 他 方,他 人 も 同 じ よ う な判 断 をす る こ と に

我 々 も気 づ く。 こ う して私 た ち は相 互 の 視 線 を意 識 して 自 らの 行為 を考 察 し評

価 す る よ うに な る 。 この よ う な思 索 は,「 重 要 な社 会 に つ い て の 見 方」 か ら生

じる実践 的 な規 則 や観 察 と と もに,倫 理 学,す な わ ち 道徳 の学 問 を形 成 す る。

この世 に起 こる異 常 な出 来 事 や 自然 の 物 体 に起 こる 変転 を説 明す る た め に,

人 間 は 自 らが生 み 出 した運 動 や 変 化 の 経 験 か ら類 推 して,人 間 に類 似 した,し

か しよ り優 れ た 知性 と力 を もつ 優 越 した 力 の 作 用 に 訴 え た 。 こ う した存 在 が あ

る とい う信 念,そ れ と人 間 との 特 殊 な関 係 の 考 察 が,.人 間 に対 して善 ま た は悪

を なす そ れ らの能 力 とい う了 解 と とも に,宗 教 学 を生 み 出 した 。 そ れ は宗 教 的

見解 と義 務 を含 む。

そ れ以 外 に,優 雅 な楽 しみ を増 す こ と に よ って 人 間社 会 を飾 り立 て る他 の 精

神 の働 きが あ る。 人 為 で あ れ,自 然 で あ れ,美 しい もの,崇 高 な もの か ら趣 味

の喜 び と美 術 が生 み 出 され る。 こ う した 美術 で は,実 践 的規 則 が,そ の基 礎 と

な って い る原 理 の研 究 と,異 な る源 泉 か ら生 まれ る快 楽 の学 問 的演 繹 を生 み 出

す の で あ っ て,技 術 と学 問 が 相 互 を伴 っ て い る 。感 覚 か ら引 き出 さ れ る快 楽 は,

理解 され る こ とに よっ て高 め られ る。

.人 間 が発 揮 す る能 力 は,き わ め て 興 味 深 く,多 数 あ り,多 様 で,感 知 で き な

い境 界 で分 か れ て お り,そ れ ぞ れ の 原 因 に帰 着 で.きな い結 果 を 生 み 出す ので,

人 間 の思 考 の原 理 の多 様 な働 きを数 え挙 げ,分 析 し,相 互 比 較 し,そ れ ぞれ の

関係 を明 らか にす る こ とが 重 要 とな った 。 そ して この よ うな考 察 は,ほ と ん ど

成功 しな か っ たが,人 間 よ り優 れ た 知 性 と,劣 っ た 知性 に適 用 さ れ て き た。 こ

れ が形 而 上 学 で あ る。 形 而 上 学 は道 徳,宗 教,美 術 の補 助 学 とみ な しう るが,

自然 学 に お け る 自然 史 に対 応 す る位 置 を しめ る と思 わ れ る 。

V自 然科学の発展と自由

以上のような学問の自然科学 と人文科学への分化論を述べたあと,ミ ラーは自

然科学の効用 と学問の不均等発展とでも呼べるような現象について論 じている。



14(14>第166巻 第1号

自然 哲 学 とそ の 関 連 学 は,統 治 と関連 す る我 々 の思 想 を広 げ,改 善 す る直接

の影 響 は ない 。 しか し,「 自然 の 知 識 の 発 展 は,そ の すべ て の部 門 に お い て,

普 通 の 生 活 技 術 の 改 善 に は きわ め て有 益 で あ り,し たが って 一 国 民 の 大 集 団 の

富 裕 と独 立 を促 進 す る こ とに よっ て,そ れ に比 例 して,自 由 の 感 情 を彼 ら に も

たせ る こ とに貢 献 す る に 違 い な い 。下 層 階 級 に 自 らの 労 働 に よ って 生 活 す る こ

と を 容 易.に で き る よ う に させ る こ と は,.民 主 政 体 の 最 上 の 基 礎 と な る。」

(PP.168-169)。 自然 の知 識 の発 展 → 生 活 技 術 の改 善 → 富 裕 と独 立 の促 進 → 自由

の 感 情 ・民 主 政 体 とい.うこの 推 論 は,ヒ ュ ー ム ・ス ミス の思 想 に よ っ て養 わ れ

た もの で あ る こ とは,明 らか で あ る。

次 の 問題 は,な ぜ 産 業 技 術 は ブ リ テ ンで 最 も発 展 し,自 然 哲 学 は フ ラ ンスで

最 も発 展 した か で あ る。 ミラ ー は こ う論 じ る。 実践 的技 術 は そ の基 礎 とな る原

理 の 発見 を もた ら し,異 な る種 類 の 労 働 を容 易 に した り,自 然 の秘 密 の働 きを

洞 察 す る う えで,有 益 な発 見 を生 み 出す 。.した が って,「 上 位 階級 の職 人,あ

る い は 自 由 な教 育 の 利 益 を享 受 した専 門家 が生 み 出 す技 術 の改 善 は,ブ リ テ ン

で最 も奨励 され て い る.」(p.169)と 想 定 で きる 。 とい うめ は,.過 去1世 紀,ブ

リテ ンで製 造 業 は ヨ ー ロ ッパ の ど こ よ り も発 展 したが,そ れ は利益 を もた らす

す べ て の.発明 に最 大 の 市 場 が与 え られ た か らで あ る。 この 市場 に供 給 した の が

土 地 の 人 間で あ ろ う と,外 国 人 で あ ろ う と,重 要 で ない,と ミ ラー が付 言 して

い る こ と は,ス ミス の見 解 と対 雛 的 で,見 逃 せ ない み

逆 に,余 暇 と興 味 の産 物 で あ る改 善 は,思 索 的 哲学 者 に職 を与 え るが,他 の

ヨ ー ロ ッパ 諸 国 で い っ そ う発 展 した。 お よそ1世 紀 前 の天 才 ニ ュ ー トン は こ の

島 で 真 の哲 学 の急 速 な発 展 を もた ら した。他 方,フ ラ ンス で は,デ カ ル トの 大

き な.名声 が 不 運.なバ イ ア ス とな り,フ ラ ンス 人 に間違 つ た妄 想 的 な学 説 を採 用

させ た。 こ の よ う な遅 滞 に もか か わ ら ず,自 然 哲 学 は 終 に フ ラ ン ス と若 干 の

ヨー ロ ッパ の地 域 で ブ リテ ン以 上 に発 展 した 。.その理 由 は 「こ う した諸 国 の 専

制 政府 に よっ て住 民 が あ る程度,宗 教,道 徳,政 治 とい う,よ り一 般 的 に興 味

の対 象 とな る探 究 を遮 られ,趣 味 の 問題 や抽 象 的 思 索 か,物 体 の 本 性 と働 き に
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依 存 す る 問 題 に,思 索 を 限 定 され た か らで あ る 。」(PP.170-17ユ)こ う した限 定

され た 領域 で努 力 が 発 揮 され,数 学,物 理 学,化 学,自 然 史 に傑 出す る こ とに

な った 。

最 後 の 問題 は,哲 学 と い う抽 象 的 な知 か ら 自然 の 知識 の追 究 とい う経 験 的 な

知 へ の 関心 の移 行 で あ る。 文 献 史 に注 目す れ ば,哲 学 が あ る程 度 進 歩 したあ と,

多 くの 国 で は,自 然 の 知 識 の追 究 が 優 勢 と な る こ とが 分 か る 。 そ の 理 由 を ミ

ラ ー は次 の よ うに述 べ る。 す なわ ち,人 間 精神 の能 力 と働 きの探 究 で は,す で

に 得 られ た 知識 の蓄 積 に新 しい知 識 を付 け 加 え た り,新 見解 を示 した りす る こ

とが や が て不 可 能 と な るで あ ろ う。 こ う した複 雑 な主 題 にお い て は,す で に知

られ て い る こ とが ら を明 確 に認 識 した り,先 輩 哲 学 者 の見 解 を分 か る よ う に説

明 す る た め に は,特 殊 な鋭 さ と識 別力 さえ必 要 で あ る。 しか し,外 的 自然 を研

究 す る 多 くの分 野 で は,強 い 好 奇 心 と専心 す る 忍耐 力 が あ れ ば,あ と は普 通 の

理 解力 が あ れ ば よ い。 新 しい 実験 を考 案 す る ほ どの 人 な ら坩 堝 の 内 実 を辛抱 強

く調べ る こ とが で き る。 植 物 の 各 部分 を観 察 し分 類 で きる人,あ るい は動物 の

生 理 に つ い て新 しい正 確 な研 究 を行 う人 は,研 究 の結 果 を忠 実 に報 告 し,明 瞭

に 説 明 で きる。 こ う した入 は 自然 に関 す る私 た ち の知 識 を増 や し,あ る程 度 の

名声 も得 る こ とが で き る。 した が って 多 くの 人 の能 力 に か な い,適 切 な習熟 と

知 識 が あ れ ば労 働 が も っ と も必 要 と され る学 問分 野 が,最:も 普 遍 的 に追 究 され,

最 も人気 が あ る こ と に,驚 くこ とは な い。

自然 の 知 識 の 分 割 につ い て は これ で よい と して,ミ ラー は 次 に,「 今 世 紀 に

生 じた民 衆 の意 見 の 潮 流 の 変 化 を描 写 す る た め に は,精 神 の 能 力 と働 き に直接

関連 す る学 問 を個 々 に検 討 し,道 徳 宗 教,あ るい は趣 味 の 問 題 にお ける思 索

と議 論 の進 歩 が,ど の 程 度,統 治 との 関連 で の民 衆 の感 情 に影 響 した か を考 察

1する」(p .173)必 要が あ る と述 べ て,こ の短 い章 を終 え,第6章 の商 業 と道 徳

の 関係 論 へ と進 んで い る。続 く第7章 は学 問 と法 ・統 治 との 関係 を表 題 に して

い るが,学 問 の 進 歩 は商 業 の 進歩 を基 礎 と して い るの で,広 義 の商 業 論(経 済

論)と み な して差 し支 え ない とす れ ば,最 終 章 も同 じよ う に言 え る で あ ろ う。
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ミラーの経済思想は,自 由,学 問,道 徳 法 と統治,芸 術との関連で展開され

ている点に重要な特徴がある。残 された部分の考察は続稿に委ねることにする、
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